
年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

財政力指数 0.363 0.367 0.37 0.37 0.37 0.38 0.38 0.38 0.36 0.35 0.35

経常収支比率 ％ 91.1 93.5 96.5 94.1 93.5 94.6 94.8 92.8 90.1 89.5 90.8 

うち人件費 ％ 26.4 27.0 27.6 26.6 27.5 28.3 27.8 26.9 26.7 26.6 27.5 

実質公債費比率 ％ 15.3 15.1 15.0 15.4 15.9 16.1 15.8 15.5 14.7 13.7 12.4 

将来負担比率 ％ 109.5 113.0 106.6 124.3 130.7 128.8 125.8 118.4 106.2 98.0 78.3 

地方債残高 百万円 30,593 31,538 33,329 37,554 38,479 38,265 36,761 34,030 32,068 29,620 27,814

市民一人あたり 千円/人 766.93 798.77 853.21 973.68 1011.75 1018.20 993.03 932.84 895.98 842.34 805.57 

５．安来市の財政状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※数値は、地方財政状況調査(総務省）による 

 

【用語解説】 

※財政力指数　　･･･基準財政収入額が基準財政需要額より大きい場合、その超えた分だけ標準的な水準を超えた行政サービスを行うことが可能となる。「１」に近

いか、超えるほど財政力があるとみられる。 

※経常収支比率　･･･人件費等の義務的性格の経常経費に、地方税、地方交付税等の経常一般財源収入がどの程度充当されているかにより財政構造の弾力性を判断

する。数値が低いほど新たな行政需要に弾力的に対応できる。、 

※実質公債費比率･･･財政規模に対する 1年間で支払った借入金返済額等の割合。数値が低いほど健全であり、財政健全化基準である 25%を超えると国への報告が

必要となる。 

※将来負担比率　･･･財政規模に対する将来市が支払う借入金返済額等の割合。数値が低いほど健全であり、財政健全化基準である 400％を超えると国への報告が

必要となる。 
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Ｒ５中期財政計画から見た基金の推移
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《参考資料》県内８市の財政状況 

 

 

 

松江市 浜田市 出雲市 益田市 大田市 江津市 雲南市 安来市
財政力指数 0.56 0.41 0.56 0.39 0.30 0.34 0.25 0.35 
経常収支比率 ％ 93.10 91.60 84.30 92.80 96.20 96.20 97.10 90.80 

うち人件費 ％ 27.10 24.90 22.80 21.40 29.90 21.50 23.50 27.50 
実質公債費比率 ％ 9.50 10.50 12.30 10.10 10.89 10.80 11.20 12.40 
将来負担比率 ％ 63.30 6.30 160.10 66.70 65.50 53.60 92.10 78.30 
地方債残高 百万円 100,075 40,790 96,493 29,281 29,949 16,836 35,703 27,814
市民一人あたり 千円/人 507.02 802.72 565.26 690.17 494.53 795.58 1071.00 805.57 
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